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関係各位 

第 13 回日本食育学会学術大会開催へのご協力のお願い 

謹啓 

 

時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また日頃より，格別のご理解とご協力を賜り，誠に有難う

ございます。 

さてこの度，第 13 回日本食育学会学術大会を，2025 年 6 月 14 日（土）および 15日（日）の 2 日

間，東京栄養専門学校おいて対面にて開催させていただくこととなりました。 

本学会は，食育基本法制定と同時に設立され，食育に関する基礎的ならびに実践的研究を推進し，食料

の生産と消費，食生活改善，疾病予防，食文化の継承，食品の安全性確保と消費者の理解を高めるための

食育活動の展開を図り，国民に正しい食生活を示して，わが国の食環境の整備と向上に資することを目的と

しており，学際的な連携と産官学共同の研究および啓発活動を特徴としています。 

専門学校での開催は，今回初めてとなります。第 13 回大会では，子ども達にも食育に親しみを感じても

らうため，「わくわく食べよう with 食育」をテーマと致しました。 

大会第 1 日目の午前は，会頭の渡邊智子（東京栄養食糧専門学校 校長）が，「学校の宝物「学校

給食」とわくわく食育（仮）」について講演を行い，午後には日本栄養士会会長である中村丁次先生より

「多職種と連携して行う食育（仮）」について基調講演をいただきます。 

シンポジウム「栄養教諭等の企業・生産者等と連携した食育実践事例とお困りごと（仮） 」では，わくわ

くする食育実践報告とそれに関するお困りごとをご発表いただき，その後，意見交換をしていただく予定で

す。 

第 2 日目には，口頭発表，ポスター発表を行う予定です。 

つきましては，本学術大会開催の趣旨をご理解いただき，別紙講演要旨集・広告掲載募集要項をご案

内いたしますので，貴社におかれましては，広告，展示およびサンプルのご提供をいただければ幸いです。

本来ならば参上し，拝眉の上，お願いすべきことではございますが，本書面を借りてご高配とご支援の程，

衷心よりお願い申し上げます。 

末筆ではございますが，貴社の益々のご発展をご祈念致しております。 

 

謹白 

202４ 年9月 吉日 

第 1３ 回日本食育学会学術大会 

会頭 渡邊智子（東京栄養食糧専門学校） 



第 13 回日本食育学会学術大会開催概要 
 

１．名 称 ： 第 13 回日本食育学会学術大会 

２．テーマ ： わくわく食べよう with 食育 

３．会 期 ： 2025 年  6 月  14 日（土）および 15 日（日） 

４．主 催 ： 一般社団法人 日本食育学会 

５．会 頭 ： 渡邊智子 （東京栄養食糧専門学校） 

６.開 催 校 : 東京栄養食糧専門学校 

7．規模 : 予定参加人数 約 200 名 

８．内容 : 基調講演，シンポジウム，論文賞受賞講演，ランチョンセミナー， 
市民公開講座，一般演題（口頭，ポスター）等 

 

 

学会ホームページ :日本食育学会 (shokuiku-gakkai.jp) 

大会ホームページ ：第 1３ 回日本食育学会学大会 

（https://shokuiku-gakkai.jp/taikai2025/） 

 

【本大会に関するお問い合わせ先】 

第 1３ 回日本食育学会学術大会    運営事務局 

 〒154-8544 東京都世田谷区池尻 2-23-11 

東京栄養食糧専門学校 

（担当；渡邊，青山，篠原） 

E-mail: 13shokuiku@shokuryo.ac.jp  

最寄り駅 

東急田園都市線「池尻大橋駅」東口より徒歩5分 

（東京メトロ半蔵門線・東武スカイツリーライン直通） 
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第 1３ 回日本食育学会学術大会 プログラム概要（案） 
 

【第１日目：6 月 14 日土】 

9：00～17：00   受付 

9：30～12：00  代議員会，総会，表彰式，論文賞受賞講会，理事会  

１２：２０～１３：２０  ランチョンセミナー  

                キユーピー株式会社 

１３：３０～１４：３０  会頭公演 

「学校の宝物「学校給食」とわくわく食育（仮）」 

渡邊智子（東京栄養食糧専門学校 校長） 

１４：４０～１６：２０  シンポジウム 

「栄養教諭等の企業・生産者等と連携した食育実践事例とお困りごと（仮） 」                                       

１６：３０～１７：４０  特別講演 

「多職種と連携して行う食育（仮）」 

中村丁次（日本栄養士会代表理事 会長，神奈川県立保健福祉大学 名誉学長） 

１８：００～２０：００   学術交流会（東京栄養食糧専門学校予定） 

             ケータリング(予定) 

 

 

【第２日目：６月１５日（日）】 

９：００～１２：００  受付 

９：３０～10：30  ポスター発表（コアタイム 9：30～10：30 発表 4 分,質疑応答 2 分）  

１０：４０～１２：３０  口頭発表（発表 8 分，質疑応答 3 分）  

調整中              学術相談会 



講演要旨集・広告掲載募集要項 

1. 媒体名称 ： 第 1３ 回日本食育学会学術大会講演要旨集 

2. 配布対象 ： 第 1３ 回日本食育学会学術大会会員および参加登録者 

3. 掲載仕様および料金 ： 

掲載場所 掲載仕様 掲載料金（税 10％込） 募集数 

表 2 A4 版全面（カラー） 66,000 円 1 

表 3 A4 版全面（カラー） 66,000 円 １ 

表 4 A4 版全面（カラー） 88,000 円 １ 

後付 1 頁 A4 全面（モノクロ） 44,000 円 10 

後付 1/2 頁 A41/2 ページ（モノクロ） 22,000 円 10 

4. 発行部数 ： 300 部程度（A4 版） 

5. 掲載場所の決定 : 受付順にて申し受けます。 

6. 申し込み締め切り : 202５ 年3月 20 日（木）１７：００まで 

7. 申込方法 :別添の講演要旨集広告掲載申込書にご記入いただき， 

以下の大会運営事務局までメールにてお申し込みください。 

8. ご請求について :申込書を受領し，広告掲載枠が確定後に請求書を発行いたします。 

（5月10 日前後を予定しております）ので，請求書記載の指定口座ま

でお振込みください。なお誠に勝手ながら，振込手数料は貴社負担とさ

せていただきます。また，請求書発行後のキャンセルは原則として受け付

けません。ご了承ください。 

9. 広告原稿の入稿について:広告原稿は 202５ 年3 月  31 日（月）までに運営事務局宛に 

メールまたは郵送にて完成原稿で入稿してください。 

原稿はデジタルデータ※をお送りください。データは使用後にご返却いたします。 

※Adobe Illustrator データの場合は下記の 3 点を注意願います。 

①CMYK 形式 

②使用フォントは全てアウトライン化 

③配置画像データは全て埋め込む 

また，PDF データでの入稿の場合は，必ず印刷用に変換した完全データで入稿願

います。いずれの場合にも，確認用に出力原稿をご送付ください 

10. 賛助協力企業・団体名の掲載：「講演要旨集」に，「協賛協力企業・団体」として， 

貴社・貴団体名を掲載させていただきます。また，「講演要旨集」 

1 冊をお送りいたします。 



ブース出展募集要項 

1. 名 称 ： 第 1３ 回日本食育学会学術大会 

2. 会 期 ： 202５ 年 ６ 月 １４日（土）•６ 月 １５ 日（日） 

3. 展示場所 ： 東京栄養食糧専門学校 第２校舎1 階 エントランス 

４． 時 間 ： ６月 １４ 日（土）10 時～18 時・６ 月 １５ 日（日）９：００～12：００ 

5. 展示スペース： 机 120cm×90ｃｍ（２個），椅子２脚（予定） 

  
 

６． 出展料：22,000 円(消費税込み）（６ブース予定） 

７. 申込締め切り：202５ 年 5 月9 日（金） 

8.      支払い方法：申し込み締め切り後，出展料の請求書を発行いたします。 

会期中使用しました電気使用料等は請求いたしません。 

9.           小間割の決定：出店の申込締め切り後，運営事務局が決定いたします。 

 

10.        申込方法：別添の企業展示ブース申込書にご記入いただき，大会運営事務局までメールにて 

お申し込みください。 

お問い合わせ先 : 

第 1３ 回日本食育学会学術大会    運営事務局 

〒154-8544 東京都世田谷区池尻 2-23-11 

東京栄養食糧専門学校（担当；渡邊，青山，篠原） 

E-mail: 13shokuiku@shokuryo.ac.jp  

  

  

 


